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おと姫バスの運行条件の見直しについて 

 

１ 要旨 

○ 高速船運航休止による交通サービス低下分を陸上交通でカバーするため、おと姫バス

のサービス拡充等を検討することとし、運行条件の見直しを図る。 

○ 主な見直しの内容、及び令和７年４月に適用する場合のスケジュールは次のとおり。 

 

①デマンド型おと姫バスの乗降ポイント 

②運行条件（台数・時間・運賃） 

 

項    目 R6.9 R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4～ 

事務局案作成・決定  
 

      

関係機関との協議・申請  
 

   
 

  

必要となる町予算要求    
  

 
 

 

利用ガイド作成・配布         

乗降ポイント増設作業         

 

 

参考：令和６年７月までの運行実績 
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２ デマンド型おと姫バスの乗降ポイント 

（１）乗降ポイントの追加 

役場窓口または運転手に対し、生活拠点となる商店、医療機関、寺社のほか、現行の乗

降ポイントから 300m 以上離れている集落付近への追加の要望をいただいている。 

乗降ポイントが付近にない商店等については個別に交渉し、集落付近については次の

とおり新たな乗降ポイントを選定する。 

 

現行 追加選定案 

乗降ポイントから半径 300m 以内に殆どの集

落が入るよう設定している。 

乗降ポイントから通行可能な道路 300m の範

囲を調査し、カバーできない集落を洗い出した

うえで、新たな乗降ポイントを選定する。 

  

 

 

（２）利用実績のない乗降ポイントについて 

運行開始以降、令和６年７月末現在まで一度も利用されていない乗降ポイントが５箇

所あるが、将来的に需要が全くないとは言い切れないため、廃止しないこととする。 
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３ 運行条件の見直し 

（１）運行台数・運行時間について 

○ 直近３か月での定時定路線型おと姫バス、デマンド型おと姫バスともにほぼ横ばいと

なっているが、デマンド型の予約が取れないという意見を住民から多くいただいており、

利用者が増加傾向にある中で、デマンド型２台による運行では需要が満たせていないと

考えられる。 

○ また、７月開催した住民説明会では、「高速船の運航休止により、午前８時台の竹原市

内への通院に対応できない」、「もう少し遅くまでデマンド型おと姫バスの運行ができな

いか」という意見をいただいた。 

○ ついては、定時定路線型おと姫バスとデマンド型おと姫バスの計４台の運行内容を見

直し、運行時間を６時～21 時に変更するなど、さんようバス大崎上島循環線の時刻見直

しも含めて協議する。 

 

車両 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

デマンド型①                

デマンド型②                

定時定路線型①                

定時定路線型②                

 

 

参考：R6.7 予約確定・未確定件数 

 

 

（例）17 時出発（到着）の条件で検索し、実際に予約が確定された件数が 122 件、検索だけして

確定されなかった件数が 890 件 

路線・便数減、空いた時間をデマンド型で運行 
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（２）運賃改定について 

○ 原油高に伴う燃料費の高騰や人件費等も高騰している中、今後も町営コミュニティバ

スの安定した運行を維持していくため、定時定路線型おと姫バス及びデマンド型おと姫

バスの運賃を改定する。 

○ 県内において本町と近い運賃形態を行っている他市町と比較した結果、全区間一律料

金を 100 円と設定している市町は無かった（表１）。 

○ 昨年度にデマンド型おと姫バスの登録者に対して実施したアンケート調査（図１）の

結果を踏まえ、運賃改定による利用者への影響が少ないと思われる「200 円」又は「300

円」に運賃を改定する方向で検討する。 

 

表１：広島県内の他市町との比較 

市町 区分 運賃 割引 
人口 

（R6.4.1 時点） 

大崎上島町 

区域運行 

100 円 

（全区間一律料金） 

小学生以下は半額。未

就学児童は同伴者１

人につき１人限り無

料。障がい者は減免。 

6,744 人 

安芸高田市 
100～500 円 

（乗降ポイントによる） 

小中学生、障がい者は

500 円の区間におい

て、（300 円割引の割

引）。 

26,362 人 

尾道市 
90～130 円 

（乗降ポイントによる） 

小学生以下、障がい者

は半額。 
127,388 人 

坂町 

中学生以上 150 円 

小学生    70 円 

（全区間一律料金） 

幼児は、中学生以上と

同乗する場合、中学生

以上１名につき幼児

１名は無料。それ以上

は１名につき 70 円。

障がい者は半額。 

12,830 人 

庄原市 
100～410 円 

（乗降ポイントによる） 

大人が同伴する幼児

は無料。障がい者は半

額。 

 

31,601 人 

神石高原町 
500 円 

（全区間一律料金） 

小児は半額。 

 
7,961 人 

三原市 
200 円 

（全区間一律料金） 

大人、子どもは同額。

障がい者は無料。 

 

87,438 人 
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図１：R５デマンド型おと姫バス利用登録者へのアンケート調査結果（抜粋） 
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